
「疑似科学とのつきあいかた」 2011.7.13

EMと放射能
(15分ほどで簡単に)

長島雅裕（長崎大学教育学部）

●放射線の基礎知識
●EMについて
●EMと放射能
●リスクの比較と個人の判断
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放射線、放射能
● 放射線
► 電磁波
► 高速粒子

– 中性子線(中性子)
– α線(He原子核)
– β線(電子)

● 放射能
► 放射線を出す能力

● 放射性物質
► 放射能を持つ物質

– 放射性同位体など

http://www.nies.go.jp/escience/denjiha/plate/1-2.html
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● 我々はみな原子からできて
いる(C,O,H,N,...)

● 原子は原子核（正の電荷）
と電子（負の電荷）から成
る
► 電気の力で結合
► (力)∝1/(距離)2

● 原子核は陽子（正）と中性
子（中性）から成る
► 原子核の大きさは、原子の

およそ1万〜10万分の1
► ということは、陽子同士の

反発力は物凄いはず
► なぜバラバラにならない?

原子と原子核
原子核(6+)

電子(6x1-)

炭素原子の模型

陽子(6)
中性子(6)

炭素原子核
の模型

核力(強い力)が電気の力より
はるかに強く引きつけるから
(cf. 湯川秀樹)
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核反応
● 原子核に変化を生じさせるためには、物凄いエネル

ギーが必要
► 逆に、原子核に変化が生じれば、物凄いエネルギーが

発生し得る
– 原爆(ウランやプルトニウムを一気に他の元素に変えた)

► 核分裂にともなって、
– α粒子(Heの原子核)が放出
– β線(電子線)が放出
– γ線(電磁波)が放出

などが起きる
● 化学反応ではエネルギーが低すぎて元素は変わらない
► 変えようとして失敗したのが錬金術
► 生体内では化学反応でエネルギーを取り出しているの

で、元素の変換は起き得ない
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もし生物が放射線を浴びたら?
● 分子に当たれば簡単に分子は壊される
► DNAに損傷が起き得る

● その細胞が死んだら、ただ細胞が死んだというだけ
● 複製に失敗し、「変な」細胞が発生すると癌化
► 癌の発生確率が増加する
► 定量的にどれくらいか?はおいといて…

● …と、ここまでが予備知識
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EMについて少し
● EM=Effective Micro-organisms, 「有用微生物群」
● 比嘉照夫・琉球大教授(当時)が開発、商品化
● 環境対策としても、各地（特に九州・沖縄）で使われる
● 「効能」
► 「汚水の浄化」「生ごみを肥料に」
► パンを焼いたり漬物を漬けたり、洗濯物の劣化防止にも
► 家畜に飲ませたり、畜舎に散布して悪臭防止
► 化学物質、放射線物質、農業による環境汚染、水質汚
染、大気汚染、酸性雨、炭酸ガス公害、オゾン層の破壊
などを解決

► 健康飲料として！
► 「末期の肝臓ガンが治った」

● 「万能」をうたうのが特徴
► 「いいことだけがあって悪いことがない『本物技術』」

（船井幸雄）
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http://emlabo.co.jp/product/emw.html



高温で焼けば微生物は死ぬ
「効果」の持続は期待できない

http://emlabo.co.jp/product/saien_powder.html



昨年の１２月、江本勝さんが設立した（株）ＩＨＭの２０周年
記念セミナーに船井幸雄さんと私がゲストスピーカーとして招
待され、波動についていろいろとお話しする機会がありまし
た。私はＥＭの本質的な効果は、関英雄先生が確認した重力波と
想定される縦波の波動によるものと考えています。

これまで明らかとなっている波動は電磁波としてとらえられる
横波であり、物質がエネルギー化し消失する一連の流れに沿っ
たものであり、エントロピーの法則に従うものです。重力波
は、そのエネルギーの流れとはまったく逆の関係を維持する波動
と言えるもので、汚染や低レベルのエネルギーを使えるレベルに
集約し、そのエネルギーで物質化を促進する力があると言われて
います。私はこのような現象をシントロピーと称しています。
重力波にそんな力はない。
比嘉氏が重力波をまったく理解していないことのあらわれ。
EMが使える範囲を明らかにし、トンデモな説明をやめる必要。

http://www.ecopure.info/rensai/teruohiga/yumeniikiru05.html
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ちなみに…
● 私は重力波の研究もちょっとやっています
● 多少なりとも重力波について学んだことのある人から
見れば、彼らの言っていることは「大根は脊椎動物
だったのです!」というぐらいバカバカしい



12

EM
● ホメオパシーと違い、なんらかの微生物は入っている
● つまり、使えば、なんらかの影響は出る
► 人間の役に立つ場合もあるかもしれない

– 生ゴミの堆肥化など
► 害になる場合もあるかもしれない

– 河川の富栄養化による汚濁など
● ちゃんとした検証が必要(「万能」を言う前に!)
● EMの問題点：環境を維持・改善するためにはやるべ

きことが色々あるのに、「EMさえやっておけば」と
なりがちなところ
► するべきことをしなくなる
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EMと放射能
● 比嘉氏の発言
► 「ＥＭの効果は、これまでくどいように説明しました

が、強い抗酸化作用と、非イオン化作用と有害なエネ
ルギー（電磁波や放射能などなど）を無害化したり、
有用なエネルギーに転換することに要約されます。」

► 「ＥＭが放射性物質のエネルギーを転換するため、年
間１５～３５％も放射線量が低下する」

► 「体内被曝については、前回も述べたようにＥＭ飲料
の活用によって十分に対応することが可能」

● 生物が放射性物質を「無害化」などあり得ない
► せいぜい体内からの排出を早める程度

● 各種団体(NPO法人など)により、善意から福島でEM
が広められつつある(「EM 放射能」などで検索)

● 放射線・放射能の本当の危険から目をそらすことに!

http://www.ecopure.info/rensai/teruohiga/yumeniikiru49.html
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疑似科学(ニセ科学)の問題の一つ
● 「するべきことをしなくなる」
► ホメオパシー：標準医療の忌避
► EM:地道な環境への取り組みの軽視
► 血液型性格判断：血液型で相手の性格を決めつけるこ

とで、その人自身を見なくなる。
► 『水からの伝言』：言葉を伝えるということ、コミュ

ニケーションをはかるということが、単語そのものに
還元されてしまう。人間性の軽視

► 早期教育：子どもと向き合うことの軽視
► 少年犯罪の増加という誤認：犯罪が生じる真の原因を
探ることから目をそらす。現実社会の誤認

● 「間違った道」に進むことは、「正しい道」を探るこ
とをやめること→思考停止の道具
► 無論、「正しい道」は一つとは限らない
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http://www.asahi.com/international/update/0712/TKY201107120696.html
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被曝と発がん
● 低線量の被曝で発がん率がどれくらい上昇するかはよ

くわかっていない
► わかっていないので、放射線量に比例するとしよう、

などの仮定が用いられる
► なぜわかっていないか?がんになる原因は他にも山ほど

あるから! (日本人の約半数はがんになる)
● 福島第一原発の周辺(高濃度で汚染された地域)をのぞ

けば、確実に発がんのリスクを増大させるような場所
はまずない
► 「放射線量に発がん確率が比例するとすれば○％の増

加」のように見積ることは可能
● 低線量であれば、他の要因の方が発がんリスクが大き

くなる
● 様々な発がんリスクがある。
► もちろん発がん以外のリスクも!
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個別リスクの評価と総合判断
● 個々のリスクの判断は科

学的に検証可能
► 放射線、たばこ、…
► もちろん、低線量の放

射線のように、現実的
に検証可能とは言い難
い場合もある

● では、それぞれのリスク
(たとえば発がん率が
○％増加する、など)が
わかったとして、どう行
動するべきか?
► 個人の価値観が入るだ
ろう

► 「あなた」はどうする?

https://aspara.asahi.com/column/eqmd/entry/jmQcKjETCJ
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